








〔要約〕神経芽細胞腫マス・スクリーニングに関する費用は,委託料,外来での精査料,そ

して発見症例の入院治療料に分けられる。徳島県の委託料は,1989 年に HPLC が導入,1990

年にスクリーニング担当者 2 人になり,現在約 700 万円であり,単価(委託料/検査実数)

は,1000 円強である。精査料は約 1 万円,入院治療料は,病期がⅠ,Ⅱ期の場合約 150 万円,

Ⅲ,Ⅳ期の場合約 550 万円であった。徳島県では 1 年間に 1 例(5～6000 検体に 1 例)発見

されており,結局マス・スクリーニングに関わる費用は,1 年間に約 850～1250 万円になる。

スクリーニングを初めてこれまで,ス(-)で,その後発症した例はない。神経芽細胞腫マス・

スクリーニング事業の cost-benefit を考える場合,現在行われている 6ヵ月児のスクリー

ニングによる早期発見が,従来予後不良として発症していた症例をどの位減少させている

のかなど,データの集積を待たねばならない。今回の調査は,今後 cost-benefit を考える

基礎的資料になると思われる。


